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 【来週（月）の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

24（月） 全学年 ８月開講式（オンライン） 放課後 

25（火） 全学年 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 放課後 

26（水） 全学年 水① 水② 水⑤ 水⑥ 放課後 

27（木） 全学年 月⑤ 月⑥ 木⑤ 木⑥ 放課後 

28（金） 全学年 月⑤ 月⑥ 金⑤ 金⑥ 放課後 

             ※酷暑対策のため全日オンライン授業と致します。 

翌週はハイブリッド授業、９月第２週より通常授業 

mamas café   

 夏休み期間中は基本軽食営業のみとなります。集中講義等で登校する際は、あらか 

じめママズカフェに定食の準備があるかどうか等を確認しておきましょう。 

（今日のイイね！） 

 

 

 昨日７月１５日早朝の写真です。本

校の延憲治郎先生は、土居流れの一員

として毎年博多祇園山笠に参加してお

られます。その応援に伺った際の写真

です。延先生が汗に光るお姿が本当に

格好よく、素敵でした。 

 何に夢中になるのか、人間の尊厳と

して各々が熱中する手段を持つのに年

齢は関係ありません。私達は常に、自

らの自由を正しく使って幸せに生きる

権利を有しているのです。 

 延先生は私よりご年配でいらっしゃ

います。５㎞を走り終えてこの笑顔！

そしてその後出勤されたのでした。 

 

夏休み 

 まずは英語の school（スクール） の語源を知っておきましょう。スクールは古代ギ 

リシャ語の skholē（スコレー）ラテン語の schola（スコラ） から派生しています。 も 

ともとの意味は 「暇」「余暇」 であり、「生活に直接関係のない知的活動や思考に 

充てる充実した時間」 を指していましたそうです。 つまり、「余暇」は単なる暇つぶ 

しではなく、学問や議論、講義に費やす価値ある時間だったそうです。そこから「学ぶ 

場所」や「学問の場」としての学校の概念につながったのです 。 

 

 対して、休み（バケーション）の語源は、ラテン語の「vacatio」に由来し、「自由な状 

態」や「免除」を意味します。「空っぽ」や「義務からの解放」等々様々な解釈がある 

のですが、国によってはを旅行やアクティビティを含む能動的な休暇を指します。現 

代の学校生活は授業や宿題、受験などで忙しく、余暇の概念とは対照的になってし 

まいました。だからこそ立花は、 「自由で充実した学びの時間」 という「スクール」 

の語源に込められたポジティブな意味を大切に意識しているのです。 

 

 ちょっと難しい話になってしまいましたね（汗）。要は学校はもっと余白があって良い 

場所なのです。お休みの日にまで宿題やモチベーションを維持されるのではなく、休 

みは休みでもっと空っぽになって良いはずなのです。ただし、「学ばなくてよい」わけ 

ではありません。強要されるのではなく、何をどう学ぶかを自分の意志で選択しなが 

ら学び続けることがとても大切だと思います。学びはとても価値ある行為なのです。 

 

 学校で頑張り、お休みが次に学校でもっと頑張れるための時間になってしまったら、 

結局はずっと頑張り続けなくてはなりません。人生に休養は何より大切です。どうか 

夏休みは心と体をゆっくり休めましょう。そしてあなたの意志での学びを大切に！ 

 


